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文 要 旨
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論 文 題目

Risk factors for progressive sarcopenia 6 months after complete resection of lung 

cancer: What can thoracic surgeons do against sarcopenia? 

（肺癌完全切除術後 6か月間でのサルコペニア進行の危険因子：胸部外科医はサルコペ

ニアに対して何ができるか？）

氏名 ふゅ仁 冨
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［ 背景 と 目 的 骨格筋減少 （サル コ ペ ニ ア）

が 様々 な疾 患で予後 不 良 因子 と さ れ 肺癌根

治切除後 で も 術 前サル コ ペ 一 ア が長期予後 の

不 良 因 子 と 報告 さ れて し‘ る
゜

我々 は以前の論

文 参考文献 で ヽ 肺癌術後 6 か月 間 でのサ

ノレ コ ペ 一 ア 進行は長期 予後不 良 因 子 で そ の

関 連は重喫煙者の みみ ら れ る と の 報告 を行っ

た 。 予後 改善 を 示すサル コ ぺ — ア の 治療法は

確 立 さ れて vヽ な vヽ が 周 術期 のサル コ ペ ニ ア

進行防止が 予後 を 改善す る 可能性が あ り ヽ 胸

部外 科 医が 対策 と 実証 を 行 う ベ き で あ る と し

た
゜

今研究の 目 的 は 上記の相 関 を 改 め て 多数

の 症例で検証 し 、 長期 予後 と の 関連が あ る 群

で術後 6 か月 間 の サル コ ペ 一 ア進行の 関連因

子 を検討 し サル コ ペ ニ ア 対 策の参考 と す る ヽ

‘ 

と で ぁ る
゜

［ 方法 ］ 2 

゜゚
7 年か ら 2 

゜
1 4 年 の 間 に神

奈 川 県立 が んセ ン 夕 に て 非小細胞肺癌 に 対

し て肺葉切 除 （ 葉切 除や肺全摘術を 除 ＜ 

を 施 行 し ヽ 肉 眼的病理学的 に遺残 の な い完全
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切除 と さ れた 1 2 7 7 例 中 ヽ 肺切除既往 ヽ 術

後 半年間 での死亡 、肺癌再発 、気管 支 断 端 痙 、

間 質英肺炎急性増悪症例 を 除き ヽ かつ信頼あ

る プ-- ー 夕 の 得 ら れた 1 

゜
， 5 例 を 対 象 と した

後 ろ 向 き コ ホ 卜 研究 で 行 つ た。 コ ン ヒ° ユ

夕 断恩撮影 （ C T ） にお け る 第 3 腰椎 レベ

ル 断 恩像での骨格筋断面梢 を身長 の 2 乗で除

し た s k e l e t a l m a s s n d e 

X （ s M I ） が全身骨格筋磁 と 有意 な相 関が

あ り ヽ s M I の術前 と 術後 6 か月 での変化批

を評価 し ヽ 1 

゜
， 5 例 を性差 と プ リ ン ク マ ン

係数 6 

゜゚
以上 と 未満で 4 グ ル プに分 け て

s M I 変化砿を含む臨床腫瘍病理学的因子お

よ び手 術因 子 と 術後 6 か月 後 以降の長期予後

と の 関連 を調べた。 さ ら に s M I 変化盤 と 長

期 予後 が有意な関連 に あ る 群で s M I 変化量

と 有 意 な 関連の あ る 臨床腫瘍病理学因 子お よ

び手術因 子が な vヽ か検討 し た。

【 結果 ］ 1 

゜
， 5 例の術後 6 か月 後 力ゞ ら の 中

央観察期 間 は 5 5 ， か月 で 3 年 ヽ 5 年生存
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率はそれぞれ 8 ， 8 ％ お よ び 8 2 5 ％ で

あ つ た。 術後 6 か月 間 の s M I 変化率の 中央

値は 3 4 ％ で あ つ た。 多 変 最 解析で重喫

煙者男性群 （重 喫煙者女性は症例少 な ＜ 除 外

し た。）で s M I 変化率は長期予後 への有意な

関 連 を みた 。 力 ツ 卜 オ フ 値 は 1 

゜
％ で重喫

煙者男 性 3 ， 1 例 に お け る 1 

゜
％以下の s 

M I 減少の 関連因 子 は他癌既往、 1 秒址低下

（ 力 ツ 卜 オ フ 値 1 8 ， 
゜

m I ）、手術時間延長

（ 力 ツ 卜 オ フ 値 2 

゜゚
／刀＼ で あ つ た 。

【 結 語 】 今研究で術後 6 か月 間 の サル コ ペ

ア が 重 喫煙者の長期 予後 に 朋連が あ る
.,.. 

と が‘ 

確認 さ れた 。 周術期サル コ ペ ニ ア の対策の手

が か り と な る 関連因子 は得 ら れた が ヽ 強 力 な

対策 につ な が る も の に は乏 し ＜ ヽ 周 術 期 の栄

養 リ ノ‘ ビ リ な ど の抗サル コ ぺ — ア療法 の長

期 予後への影態を調べ る 臨床試験の導入 を含

む さ ら な る 調査 を 要 し ヽ か つ そ の 意義が あ る

と 思われる
゜


